










本論文ではキャリア・コミュニティ (career communities) と実践共同体
(communities of practice) について、両者の研究をレビューし、両者の共通
点、相違点からキャリアにおける気づきを得られるコミュニティを構築する
上で重要な要件について検討したい。
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Parker et al. (2004) はキャリア・コミュニティを､「主体的に集まるメン
バーによって自律的に運営され、参加する個人が相互にキャリアサポートを
受けることができる社会的構造 (Self-organizing member-defined social struc-
tures through which individuals draw career support)」と定義している。キャ
リア・コミュニティは、Arthur et al. (1996)、 Poulsen and Arthur (2005) ら
をはじめとする先行研究が指摘するように、キャリアの成功を測る価値観の
多様化にともない、自ら主体的にキャリアについて考える上で重要な役割を
果たす新しい概念として Parker (2000) が初めて提唱した。Parker は、組
織 (organization) がコミュニティとして機能する可能性に着目し、個人のキャ
リア開発におけるコミュニティの役割と効果を明らかにすることを試みた。
それを踏まえて Parker et al. (2004) は、キャリア・コミュニティの機能に
ついて、Arthur et al. (1996) が提唱した 3つのknowing、すなわち knowing-
why, knowing-how, knowing-whom の視点から検討しており、個人がキャリ
アのアイデンティティを形成する上でのコミュニティの役割を示している。
キャリア・コミュニティの例として Parker et al. (2004) は性的虐待の被










Parker et al. (2004) は、職業、業界、趣味、友人など多種多様なコミュ
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コミュニティを10のタイプに整理している (第 1 表)。縦軸には異なるタイ
プのコミュニティが挙げられ、横軸には Arthur et al. (1995) が提唱した
「インテリジェント・キャリア (intelligent career)」の「 3 つの knowing」
の観点からみたコミュニティの意味が説明されている。インテリジェント・
キャリアの観点からコミュニティの検討が行われているのは、主に 2つの理





Parker et al. (2004) が行った複数のフォーカスグループから、 3つの know-





ティの中で knowing を共有するプロセスは、センス・メイキング (Weick,
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4 つを挙げている。
McDonald and Hite (2008) および Cotton (2013) は多様で相互的な人間関
係が、参加メンバーのスキルアップに繋がったと述べている。Cotton
(2013) は米国の野球界における多様性向上のための制度改革が、選手にど












る (Richardson and Arthur, 2013)。また、主観的キャリアと客観的キャリア




Amundson et al. (2010), Nasholm (2014), Soylu (2007) は、いずれもコミュ
ニティに属すことで安心感や精神的サポートを得ることができるとしている。
























































である Lave and Wenger (1991)、組織論における影響力が大きい Brown and
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1) Wenger et al. (邦訳：2002)、pp 33。
Duguid (1991)、実践共同体についてより深く研究した Wenger (1998)、そ
してナレッジ・マネジメント研究として発展させた Wenger et al. (2002) の
4 つの主要な研究があり、その概念の内容にも差異が生じている。松本
(2018) ではこれら 4 つの主要研究をレビューし、概念の内容を整理してい
る2)。そして実践共同体の要件について、Wenger, et al. (2002) の提唱して
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2) 各研究のより詳細なレビューは松本 (2012；2017) を参照。
の変容といった高次学習をも促進する。それはキャリアにとって深いレベル
の学びをもたらすと考えられ、キャリアにおける価値観、キャリア・アンカー













といえる。また Arthur et al. (1995) は、インテリジェント・キャリア (intel-
ligent career) における実践共同体について考察し、キャリア・コンピタン
シーとしての knowing why や knowing how を深める組織学習には実践共同
体が適していることを指摘している。













キャリアの成功を考える上でも有効であることを Arthur, Khapova and
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かにしている。
Hall and Chandler (2005) は、キャリアサクセスと天職の研究の中で、実
践共同体の可能性を示唆している。彼らは天職の追求においてキャリアの意
味を探求する実践共同体がその支援になることを示唆している。





























































































































































































Wenger et al. (2002) の示すような 5 段階の構築プロセスといった、実践共
同体の構築の考え方を援用することができるであろう。
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第 3表 実践共同体の 5つの発展段階に見る
キャリア・コミュニティの構築







































































この場合は実践共同体の考え方でいえば、Wenger et al. (2002) のような構
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